
事例説明

「大田原市のデイジー教科書普及の取組」

大田原市教育委員会学校教育課校教
育課

平成28年度音声教材普及推進会議
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１ 本市取組の背景
（１）読むことへの課題意識
（２）教育支援（就学指導）委員会の指摘
（３）大田原市の特色
（４）ＭＩＭの取組
（５）タブレットパソコンの配備
２ デイジー教科書導入への取組
（１）文部科学省委託事業
（２）今年度の取組

今日の説明
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（１） 読むことへの課題意識
本や新聞をよく読む子と読まない子
大田原市学習到達度調査（H22)

読む子
読まない子
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（１） 読むことへの課題意識
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毎年、協議が紛糾する児童

○小学校５・６年生

・ＷＩＳＣⅣでＦＩＱ９０～１１０

・学校の単元テストで１０～２０点

(平均８５～９０点）

（２）就学指導（教育支援）委員会の指摘
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Ａ：「これで知的学級ですか？」

Ｂ：「中学校の学習のスピードで通常学級

でついていけますか？」

Ｃ：「自閉症・情緒障害ではないでしょう。」

Ｄ：「通級で間に合う状況だろうか？」

Ｅ：「学校はこれまでどうして出してこなかっ

たの？」

（２）就学指導（教育支援）委員会の指摘
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○大田原市の背景①

・ 人口 約７万５千人

・学校 小学校：２０校、中学校９校

（大規模校数校と多くの小規模校）

→特別支援学級の設置が遅れていた。

（３）大田原市の特色
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○大田原市の背景②

国際医療福祉大学（学生約４千人）
・国際医療福祉リハビリテーションセンター
・国際医療福祉大学クリニック言語聴覚センター

→複数の小児神経科の医師（診断）
多数の言語聴覚士（検査・療育）
多数の作業療法士（療育）

（３）大田原市の特色
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○大田原市の背景③

５歳児検診（訪問型）への医師の参加

平成１９・２０年度文部科学省委託

発達障害早期総合発達支援モデル事業

→早い段階で医療・療育へ

（３）大田原市の特色

9



○大田原市の対応

平成２５年度

市学習障害等支援モデル事業

平成２６・２７年度

発達障害の可能性のある児童生徒

に対する早期支援研究事業

平成２８年度

発達障害に関する教職員等の

理解啓発・専門性向上事業

（３）大田原市の特色
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国立特別支援教育総合研究所 海津亜希子 氏 作成

多感覚からの学習をベースにした指導方法

（４） ＭＩＭの取組

学研がパッケージを販売 11



特殊音節
① 促音（つまる）
② 長音（のびる）
③ 拗音（あわさってねじれる）
④ 幼長音
（あわさってねじれる+のびる）

（４） ＭＩＭの取組

日本語でつまずきやすい読み
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読みのつまずきを発見できるアセスメント

ＭＩＭ－ＰＭテスト （早期発見）

（４） ＭＩＭの取組
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（４） ＭＩＭの取組
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（４） ＭＩＭの取組
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（４） ＭＩＭの取組

○ひらがなが流暢に読めない児童の存在

○早期発見・早期支援が重要

○学級全体での指導、学級での個別指導

○それでも難しい児童への専門的指導支援

○専門機関との連携・通級指導での指導
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（５） 全校へのタブレットパソコン配備
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（５） 全校へのタブレットパソコン配備
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平成２５年度から平成２７年度３年間で
市内小中学校３１校（分校２校）に配備

・各教室に１台のタブレットと電子黒板
・パソコン室はすべてタブレットパソコン
・中大規模校には加配備

持ち運びができ、様々な場所での利用が可能



２ デイジー教科書導入への取組

（１）文部科学省委託事業

・平成２６・２７年度発達障害の可能性のある
児童生徒に対する早期支援研究事業

発達障害支援アドバイザーの
学校訪問

宇都宮大学教職大学院 准教授
（元鹿沼市立みなみ小学校 校長）

原田 浩司 先生
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２ デイジー教科書導入への取組

（１）文部科学省委託事業

発達障害支援アドバイザーの助言・指導による取組①
・ＭＩＭ－ＰＭから詳細の検査の実施

→「小学生の読み書きスクリーニング検査」（インテルナ社）
→「特異的発達障害診断・治療のための実践ガイドライン」

（診断と治療社）
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２ デイジー教科書導入への取組

（１）文部科学省委託事業

発達障害支援アドバイザーの助言・指導による取組②
→デイジー教科書の導入

(約 ５校）

※１校は（公財）障害者リハビリテーション協会の
モニターに

・朝の学習の時間を中心に
取り組む。
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２ デイジー教科書導入への取組

（１）文部科学省委託事業

発達障害支援アドバイザーの助言・指導による取組②

○デイジー教科書の導入の課題

① 保護者の同意を得ることが難しい
② 手続き等に時間がかかり、支援のスタートが遅れる
③ 大規模校ではタブレットパソコン利用の特別支援
教育的利用が進まない。

④ デイジー教科書を利用する時間が確保できない。
24



２ デイジー教科書導入への取組

（２）今年度の取組

ア デイジー教科書導入研修の実施

・対象：市内全小中学校教職員
・期日：６月３０日（木）
・講師：（公財）障害者リハビリテーション協会

長田 江里 さん他
・内容：①デイジー教科書の特色

②デイジー教科書体験
③デイジー教科書の活用の仕方
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２ デイジー教科書導入への取組

（２）今年度の取組

イ 市内全校でのデイジー教科書導入

① 検査や授業観察で必要な児童生徒の確認
② デイジー教科書のタブレットインストール
③ 保護者・学級担任・特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰの相談

④ デイジー教科書の使用開始
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２ デイジー教科書導入への取組

（２）今年度の取組

⑥ デイジー教科書使用記録の報告
各学校
↓
市教委
↓

(公財）障害者
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
協会
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２ デイジー教科書導入への取組

（２）今年度の取組

ウ 通級指導担当者の専門性向上研修

（文部科学省委託「通級による指導担当教員等専門性充実事業」）

・対象：通級指導担当者・通級指導支援員
・期日：７月２９日（金）
・内容 ①デイジー教科書の特色

②効果的な使用方法
③保護者との連携
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２ デイジー教科書導入への取組

（２）今年度の取組

エ 「障害者差別解消法」施行に伴う教職員
・対象：全小中学校校長、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
・期日：８月３０日（火）
・内容：①「障害者差別解消法」とは

②学校における「基礎的環境整備」について
③学校における「合理的配慮」について

・講師：調布市立飛田給小学校校長 山中ともえ 先生
（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会特別支援教育部会委員）
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○最後に

大田原市の目指す方向

① 早期発見・早期支援
② どの学校でも取り組める支援体制
③ 保護者との協働による支援
④ 国際医療福祉大学と連携した支援

義務教育９年間を通して一人一人の児童生徒の学力を最大限伸ばす

植竹福二教育長
「学校不適応の原因の背景に学力不振がある。学力の保障が
子供の可能性を伸ばす。」
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